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千葉県北部における 機 東邦大学

過去130年間の草原の変遷と現存植生との関係
野田顕・西麿淳（東邦大・理）・近藤昭彦（千葉大・環境リモセン）

の把握が重要
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旬80年代 却 00年代

．傘g本薗積の旬%以よの置化割含を示す ：

草原的な環境の面積割合の推移 （多〈見積もつた場合）

1880年代 1950年代 198川｝年代←一一－一2000年代一凶一.J""  

ill 4.2 -47.1% 3.0-28.9% 11.5% 5.9% ／’  

1950：年代旬 80年代
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モデル選択上位5つ（AIC基準、説明変数総当り）

19同年代 叩80年冊以降 半径1km以 四14•事
白血地利用拍車地剥用 内の草原面積由曹理パッチ面積LIAJC

1 0 0 0 0.52 0.00 
2 0 0 0.57 0.40 
3 0 0.5B 1回
4 0 0.00 0 0.56 1.94 
5 0 0 0皿 0 052 1抽

一 一
往来革本植物に対する説明変数の効果

P値
GLM結果 係融会SE （主直比績定｝

1950年代に非畠地 -0.2U:0.15 0.135 
1980年代以降に非量地 0.30全 0.14 0β32 
半笹山m以内の草原面積 0曲 全 O叩 O.B79 

2014年の曹理あり 0.42±0.14 0回2
パッチ面積 0.52念。12 (0.001 

在
来
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. 

I.I, 
曹理あり管理主し1:1圃E

モデル選択 上位5つ（AIC基準、説明変数総当り）

」2沼1ii1：.：官品F~＂：.！ti者積 宮話.，＜.，，＇／＇面積 訓C
1 0 0 0.72 0.00 

' 0 -0.曲 o 0.73 0.46 
3 0 0 0 0.74 1.82 
4 0 0 ・0田 O 0.73 2.43 
5 0 a日 4別

在来草原生組物に対する説明変数の効果
P値

係数＋SE ｛尤庫比検定）

-0.05 ± 0.28 o.,s 
115企 0.26 唱曲。

-0.叩玄a田 0.19 
0.71企臥25 0005 
0.73会 0.21 唱曲t

GLM結畢

1950年代に非量地

1980年代以降に非庫地

半径1km出向田穆原薗積
2014年の曹理晶り

パッチ面積
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来
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在来草本植物、在来草原生植物ともに

・1980年代以降の農地利用

・2014年の管理

., fッチ面積

在来革本舗物、在来草原生植物ともに

・1980年代以降農地になっていない

・2014年に管理が行われている

. , 《・；；チ面積が大きい と種数が多い が多〈選択された

＝辛種数の多い場所は

草原を未来に残すために

時代とともに草原を利用する動植物のハピタットが減少しているが、わずかながら残されている

・草原の保全のためには 残存している草原を草刈りなどの管理を継続し、維持していくことが必要

・草原の再生のためには 1980年代以降の農地利用の有無を考慮し、管理を行うことがより効率的

『1980年代以降に農地になったことがない』『2014年に刈取りされている』
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